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日本共産党荒川地区委員会は、横山幸次区議の略歴などを紹介しています。

区議会議員

くらしと命を守る町屋の代表
住み続けることのできる防災・福祉の
まちづくりへ全力

毎月第１月曜日午後６～８時
区政・生活相談は
随時ご連絡ください

プロフィール

1951年山口県生まれ。
働きながら中央大学夜間部法学部政治学科卒業。
85年から不破哲三衆議院議員秘書、95年から区議連続７
期。現在、区議会建設環境委員会理事
震災・災害対策調査特別委員会委員長、党区議団幹事長。

町屋相談室 町屋5‒3‒5
℡：03（3895）0504
E-mail : kouji.office@gmail.com

荒川区役所
議員団控室

直通℡：03（3802）4627
E-mail : arajcp@tcn-catv.ne.jp

主な活動地域

町屋１～８丁目

定例
法律相談

　みなさんのご支援で区議会に送っていただき28年、来春
（2023年）の区議選で8期目に挑戦します。
　この4年間は、新型コロナウィルス感染拡大から区民のみ
なさんと力合わせ、くらしと命を守るたたかいの連続でした。
命とくらしを守る自治体の役割、公共と福祉の拡大が求めら
れました。また人々の生活を支えるケア労働の大事さも示さ
れました。
　私は、みなさんとともに「安心して住み続けることのできる
荒川区」をめざし、人間らしい老後の暮らし、子どもの貧困
問題、地域経済の活性化、持続可能な防災・福祉・移動の
自由を保障するまちづくりなど取り組んできました。住宅困窮
者の家賃助成、学校給食無償化、介護保険料・利用料の
負担軽減、町屋さくら復活などみなさんと力合わせて実現
に力を尽くす決意です。引き続きよろしくお願いいたします。

お気軽にご相談ください

横山幸次
よこ こう じやま

横山幸次
公式ホームページ

JCPサポーター
公式サイト

9条を守り平和外交すすめ
憲法を生かした政治に



子育てから介護まで 希望のもてる区政へ
お約束

● コロナ、物価高騰からくらしと営業を守るため
　 区の独自支援をもとめます
● 保健師など専門職員を増員し、
　 保健所を強化します
● 区立幼稚園・こども園の廃園計画は見直し、
　 保育の質のガイドラインを作成します
● 小中学校の給食を無償化します

● 介護保険料を引き下げ、
　 高齢者福祉サービスを拡充します

● 補聴器購入費助成の所得制限を緩和し
　 助成額を引き上げます

● 荒川区独自に奨学金の返済支援を実現します

● ジェンダー平等の推進、多様性のある
　 やさしいまちをつくります

● 「痴漢」「盗撮」など性犯罪をなくすための
　 取り組みをすすめます

● 大規模再開発を見直し、犠牲者を出さない
　 防災・福祉のまちづくりをすすめます

● 安全で温もりのある住宅のための家賃助成を
　 めざします

● ＣＯ₂排出ゼロ宣言自治体にふさわしい
　 目標と行動をすすめます

● 町屋さくらの復活と交通不便地域の解消を
　 めざします
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区民の願いを届け
論戦と積極提案で
区政を動かす…

　横山さんが１期目から一貫して追求してきたの
は、中小企業の街・荒川区の中小商工業振興です。く
り返し求め実現した全事業所実態調査にもとづく
区内産業振興、創業・起業支援の抜本的強化を求め
ています。またコロナ・物価高騰から区内事業者の
営業を守る区の独自支援を求めています。

中小商工業の振興
コロナ・物価高騰で区独自の支援を

防災・福祉のまちづくりへ
町屋さくら復活、移動の権利保障を

　「朝、町屋駅でもらう横
山さんのニュースは区政
のことがよくわかる」と好
評です。横山さんは、子ど
もの貧困対策をいち早く
取り上げ、区政の中心課
題に据えさせました。その
後も、子どもの生活実態調査、18歳までの医療無料
化など取り上げ実現させました。
　今度は、学校給食の完全無償化などすべての子
育て世帯と子どもへの支援拡大をめざして力を尽
くしています。

　地震災害の危険度
が高い町屋地域の住
宅耐震化など防災対
策は、横山さんの一
番の願いです。建替
えのための住替え住
宅の確保が実現しま
した。感震ブレーカー
や家具転倒防止補助のいっそうの拡充を求めてい
ます。
　まちづくりは、移動の自由が保障されることが大
切と考える横山さん。住民の意見も聞かず、代替も
なく廃止した町屋さくらの復活と交通不便地域の
移動手段実現に力を尽くしています。

貧困から子どもたちを守りたい
学校給食無償化を

2月11日 町屋さくらの存続を求める緊
急集会 にて


